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会計別決算総括表
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昭
和
5
0
年
度
会
計
決
算
＝
一
≡
一
≡

松代町 東頸城郡平均 醐歳簸あ翻　　　　会計別決算総括表
差召禽馨震聲裂聖　日召　　　　　　　　　　　　　　　　（単位，円）歳　　　　　　入 1，196，357 981ユ11

歳　　　　　　出 1ユ6364 95577
差　　　　　　引 32493 25534

会計名 区　分 予算額 決算額 講嫌 予算対決算の比実　質　収　支 32493 25534

単年度収支 △　2729 5798

一般会計

歳　　入 U9α97軌000 U9◎95ε39 597◎393 10α5
積　　　立　　金 4767 16412

軌碧繍靱雛和
歳し前表均ち括会出　’年・）　’表計　　50

は十度収と皆参別

転赫翫騰年
騨麟猿莞度
り六五り説も　月

繰上償還金 歳　　出 L19α979000 1ユ64，461，707 △2◎51て293 9乳8

積立金とりくずし額 3333
実質単年度収支 2ρ38 1876

歳入歳出
差引残額 0 324ga686 翌年度へ繰越

付表　　　　実　質　収　支

一 国民健康
保　　険
特別会計

歳　　入 279，64義000 28Llla853 L46＆853 10α5

歳　　出 279645000 27◎642001 △aoO2999 9＆9

年度 歳入総額 歳出総額 実質収支（歳入歳出差引額）
歳入歳出
差引残額 0 4．47L852

基金繰入
　2．23◎000
翌年度繰越
　2，23翫85250 1工96，955 1ユ64462 32，493

49 1．046511 1ρ11289
比較 150444 153，173

35222
△2，729

　　　　明関　　の

収万億一購蛋般

翻軽黙藝会
付黒三千す一　　で

離類。嬰莚計
赫酷甦汽決
　　　　　3崔算

　　　　　風鷹概

’二’羅寝況
　　　　　団　　代

国保診療

施　　設
特別会計

歳　　入 36，644，000 34，03L689△　2，6拡311 92．9

りとなび方お財地地入
まにどに交　’源方方は
しよ投と付歳に債交別
たり資ど税入な等付表
o’事まは総つが税2
　総業り前額て全を歳
　額のま年のい体始入
　は財し度約まのめ内
　14源たに56す81’訳
　％がが比％　o％国の
　の増　’しを　　を庫と
　伸加甚10し　　　L’方お

　　　　　　　り万金政四単　　り万較五りまで円
　　　　　　　ま円が調七年しま円し二前し　’増
　　　　　　　すのあ整六度かすのて二年た三加
　　　　　　　。黒り基万収し。赤　’万度が千し
　　　　　　　　字二金円支　’　字二円の
　　　　　　　　に○積のは実　　に七と三実四十
　　　　　　　　な三立財　’質　　な二比千質九一

こた整のる　依金で
なこ備伸地な存●　’歳　　　資料　　　　　東頸城郡の人口（国勢調査）

歳　　出 3◎644noO 33β9L222△2．752778 92．5

歳入歳出
差引残額 0 14α467 翌年度へ繰越

簡易水道
特別会計

歳　　入 23τ944，000 24LO2a623 3．079623 101．3

歳　　出 23乞944，000 23Z63乞387 △　　30◎613 99．9

歳入歳出
差引残額 0 338◎236翌年度へ繰越

農業共済
特別会計

歳　　入 4ao5α000 43，274，642 224，642 10α5

昭和50年 昭和45年 昭和40年 昭和35年

i

歳　　出 4ao5α000 24，594，301 △1＆45翫699 5η

松代町 8，273人 9。740人 11，332 13，076人 歳入歳出
差引残額 0 1＆68q341翌年度へ繰越松之山町 5，931 7，473 9，109 10，531

安塚町 6，473 8789 10179
浦川原村 5，197

7，479

5，810 6，419 7，029

総合計

歳　　入 L78＆26λOOO L79◎399200 ＆13τ200 10α5

大島村 4，344 5，018 5，965 6，804
歳　　出 L79＆262，000 L73宅22◎618△5LO3翫382 9乳1

牧　　村 5，132 5，945 6，728 7，765

計 35，350 41，465 48，342 55，384 歳入歳出
差引残額 0 59172582

（単位：円）昭
和
5
0
年
度

一
般
会
計
決
算
概
況

　
昭
和
5
0
年
度
の
会
計
別
決
算
が
九
月
の
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

町
会
計
別
決
算
総
括
表
参
照
）

　
こ
の
決
算
の
う
ち
、
皆
さ
ん
と
最
も
関
係
の
深
い
一
般
会
計
に
つ
い
て
、

体
（
東
頸
城
郡
平
均
）
と
比
較
し
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

　
決
算
総
額
は
別
表
1
収
支
の
と
お
り

で
、
歳
入
総
額
は
前
年
度
よ
り
一
億
五

千
四
四
万
円
増
加
し
、
十
一
億
九
千
六

三
五
円
と
な
り
、
歳
出
は
前
年
度
よ
り

（単位千円）支収別表1
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松
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団
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、
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九

万
円
の
黒
字
に
な
り
ま
し
た
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、
実
質

収
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は
付
表
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と
お
り
前
年
度
の
三
千
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収
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四
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政
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基
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収
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質実付表

東頸城郡の人口（国勢調査）資料
　
歳
入
は
別
表
2
歳
入
内
訳
の
と
お
り

で
、
地
方
交
付
税
を
始
め
、
国
庫
支
出

金
・
地
方
債
等
が
全
体
の
8
1
％
を
し
め
、

依
存
財
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
歳
入
総
額
の
約
防
％
を
し
め

る
地
方
交
付
税
は
前
年
度
に
比
し
1
0
％

の
伸
び
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
が
、
基
盤

整
備
な
ど
投
資
事
業
の
財
源
が
増
加
し

た
こ
と
に
よ
り
、
総
額
は
14
％
の
伸
び

に
な
り
ま
し
た
。



内訳歳入
別表2

（単位千円）

構成比％

　　7．4

　　0．9

　　1．0

　51．1

　　0．0

　　1．0

　　1．2

　　9．5

　　8．6

　　1．2

　　0・隻

　　0．8

　　3．2

　　2．1

12．6

職
　63，207

　　8，577

　　9，680

501，214

　　　　71

　　9，653

構成比％

　　7．3

　　0．9

　　1．0

　55．5

松代町

　86，755

　10，866

12，259

664，658

11，479

　93，215

　84，404

11，630

　　3，276

　　8，333

31，458

20，831

124，083

1．7

1．3

7．1

8．8

1．8

0．0

20，316

16，067

84，390

104，825

21，436

　　　450

2．9

3．0

8．7

35，222

35，313

103，800

1町　　　税
2地方譲与税
3　　　　・

4地方交付税
5六’象、・

6分担金及び負担金

7使用料及び手数科

8国庫支出金

9県支出金
10財産収入
11寄　附　金
12繰　入　金
13繰　越　金
14諸　収　入
15地　方　債

100．0981，111100．01エ96，357歳入合計

別表3

　
歳
出
は
別
表
5
、
目
的
別
歳
出
内
訳

の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、
性
質
別
歳
出

内
訳
は
別
表
6
の
と
お
り
で
、
皆
さ
ん

の
関
心
の
深
い
投
資
的
経
費
は
三
億
七

千
九
三
五
万
円
で
あ
り
、
積
立
金
九
千

九
八
七
万
円
の
う
ち
に
は
統
合
中
学

校
建
設
事
業
と
駅
前
関
係
整
備
の
た
め

の
目
的
基
金
が
九
千
五
一
〇
万
円
あ
り
、

そ
の
合
計
は
四
億
七
千
四
四
五
万
円
で

構
成
比
4
0
・
8
％
で
、
同
級
団
体
と
比

較
し
て
も
低
い
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
消
費
的
経
費
は
、
全
般
的
に
松
代
町

は
同
級
団
体
と
比
較
し
て
面
積
が
広
く

（単位千円）目的別歳出内訳
別表5

松代町
構成比

　％
東頸城郡
平　　均

構成比
　　％

1議　会　費 20，593 1．8 19，498 2．0

2総　務　費 138，223 11．9 165，116 17．3
3民　生　費 125，211 10．8 96，037 1（L1
4衛　生　費 55，061 4．7 42，195 4．4

5労　働　費 10264 0．9 3458 0．4

6農林水産業費 207，650 17．8 135，360 14．2
7商　工　費 1，838 0ン

5，487 0．6

8土　木　費 251，953 21．6 183，684 19．2
9消　防　費 57，635 5．0 42，016 4．4

10教　育　費 207229 17．8 186，645 19．5
11災害復旧費 35，530 3．0 24，342 2．5

12公　債　費 52677 4．5 51，738 5．4

歳出合計 1，163，864 100．0 955，577 100．O

集
落
が
多
い
た
め
、
学
校
や
保
育
園
等

公
共
施
設
が
多
く
、
ま
た
克
雪
対
策
費

な
ど
物
価
や
賃
金
の
上
昇
に
伴
な
い
年

々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
財
政
硬
直
化
の
要
因
と
な
る

人
件
費
・
物
件
費
等
に
つ
い
て
は
、
事

務
の
合
理
化
と
機
械
化
な
ど
を
計
画
し

極
力
節
減
に
努
力
し
て
お
り
、
特
に
人

件
費
は
別
表
7
の
と
お
り
、
同
級
団
体

と
の
人
口
一
人
当
り
の
比
較
に
お
い
て

低
額
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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の
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で
き
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二
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五
千
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れ
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お
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ま
す
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で
、

財
政
運
営

上
将
来
に

大
き
な
不

安
は
残
ら

な
い
も
の

と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
な
お
、

特
定
目
的

基
金
及
び

土
地
開
発

基
金
の
二

億
八
千
九

八
万
円
は
、

（
別
表
8
）

今
後
予
測

さ
れ
る
統

合
中
学
校

さ今（八億基土基特　　れとな安大上財まれ
れ後別万八金地金定なま考いはき将政すて
る予表円千の開及目おすえも残な来運のお
統測8は九二発び的　’oらのら不に営でり
　　）　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

別表4　　地方交付税（松代町）　　　　（単位千円）

税収の内訳 （’
、

松代町 構成勢 構暢
市町村　　税 38498 44．4 24262 38．7

25797 7 2　　1
軽自　　車税 3420 3．9 2721
たばこ消　税 13381 15．4 9539 15．

50年
交付額
49年
交付額
48年
交付額

47年
交付額

ガス 5260 6．1 2
399 0．5 245

普通交付税 612，659 556，039 428，003 356，228
特別土地保有税 48 0．

’　　　妻 7　5 1特別交付税 51，999 46，969 37，474 21，929

計 664，658 603，008 465，477 378，157
目的税（入湯税） 592 0．9

対前年伸率 10．2％ 29．5％ 23．1％ 17．7％ 合　　　計 86，755 100．0 64，376 100．0

（単位千円）地方交付税（松代町）別表4

建
設
資
金
及
び
駅
前
整
備
事
業
費
が
、

他
の
財
政
支
出
を
圧
迫
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
配
慮
し
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
昭
和
50
年
度
に
実
施
い
た
し

ま
し
た
主
要
事
業
は
別
表
9
、
一
覧
表

の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

鋼
●

（3）



別表7 人件費の内訳
松代町 構成費 人口1人当 東頸城郡平均 構成比 人口1人当

議員報酬及び手当 15，657千円 6．2％ 1，892円 14，084千円 6．3％ 2．390円
委員報酬及び手当 10，591 4．2 1，280 11，575 5．2 1，965
長等特別職給与 14，570 5．9 1，761 13，415 6．0 2，277
職　員　給　料 109478 43．8 13233 95622 43．1 16232
職　員　手　当 70，795 ・28．3 8，558 59855 27．0 10，160

臨時職員給 332 0．1 56
共済組合負担金 16，626 6．6 2010 14718 6．7 2498
退職手当組合負担金 12593 5．0 1522 12297 5．6 2087
災害補 130 0．0 16 129 0．0 22
そ　　の　　他 126 0．0 21

合　　　　計 250，440 100．0 30，272 222，153 100．0 37，708

別表9 昭和50年度主要事業一覧表
費　　　目 事業費 事　業　名 事　　業　　内　　容
総　　務　　費 8，320千円 克雪対策 ・雪上車等賃金、修繕費、車庫建設
生　　費 37，531 老人、心身　者福祉 ・老人、重度心　　　療費扶助等
〃 25，683 保育所、児童手当 ・保育所、児童手当
〃 14186 社△、1立百吐 ・冒　団　の育　、1立百並

衛　　生　　費 23，285 保健、予防 ・雪上車、予防接種、成人病予防等
〃 18，518 環境衛生 ・簡易水道会計繰出金等
〃 12，240 ごみ等処理 ・ごみ、し尿、危険物の処理

労　　　　　費 6，986 出稼者対策 ・正月帰省、再赴任バス等
業　費 28，091 県単農業基盤整備 ・農道開設及び舗装

〃 48，200 団体営等圃場整備 ・室野地区4．4ha池尻蒲生地区8．3ha
〃 8950 集落開発センター ・　地区　こ　　センター
〃 18，633 林道開設、造林推進 ・林道659m造林5．8ha

建　　設　　費 60，467 町道改良 ・大久保線外7線
〃 30，937 町　。装 ・松代大島線外3線
〃 7，886 橋梁　換’ ・家ノ下橋外1基
〃 1，949 鉄　公団受託受業 ・局校　習田、作業
〃 5，6．0 設　　　用 ・雪上車SM301台

28，754 ・上越地　消　事務組合
〃 17，711 消ゴ施設 ・ポンプ（4台）消火　施設等

教 7，800 教員住宅 ・蒲生地区教員住宅
〃 4，928 学校プール ・峠小学校5m×10m

災害復旧費 20，818 農業、農地災害 ・農道、農地災害復旧
〃 14，712 公共土木災害 ・町道災害復旧

合　　　　計 469，195

別表6
性質別歳出内訳

（単位千円）

松代町
構成比

　循
東頸城郡

平　　均
構成比

　％
人　　件　　費 250440 21．5 22253 23．2
物　　件　　費 162443 14ρ 123ユ74 12．9

維持補修費 28，433 24 18，901 2ρ

扶　　助　　費 58539 5．0 39，166 41
補　　助　　費 92β80 80 72，852 76
公　　債　　費 52，677 45 51，738 54
積　　立　　金 99，873 8．6 42，807 4．5

投資、出資貸付金 1874 02 3474 0．4

繰　　出　　金 37549 32 13，560 1．4

投資的経費 379，356 32．6 367，752 385
う普通建設費 343，826 295 343，409 36．0

ち災害復旧費 35，530 3ユ 24，342 2．5

歳出合計 1．163β64 1000 955，575 100ρ

別表8　　地方債及び基金現在高

松代町 構成比 東頸城郡
平　　均

成比

経常収支比率 689％ 74．7％

公債費比浅 4．8 5．9

一般公共債 9β0併円 1．8 5，100千 1．0

一般単独債 173，600 33．1 113β23 一22．0

義務教育債 41，873 8．0 66，654 12．8

災害復旧債 33483 6．4 31，481 6．1

辺　　地　　債 35，759 6．8 34，105 6．6

厚生福祉債 24，160 4．6 25，355 ↓9

過　　疎　　債 197，423 37．7 229ρ79 44．3

そ　　の 他　’8，233 1．6 11，904 2．3

地方債合計 524，131 100．0 517，301 100．0

財政調整基金 78767千円 57ρ34千円

土地開発基金 53，547 33280
特定目的基金 227439 63，451

基金　合　計 359753 153，765

（4）



榿
一
藝
松
代
町
議
会
韮
誕
一
韮
一
韮
韮
韮
い
一
蕪
巽
韮
一
一
藝
一
韮
韮
一
垂
一
韮
蕪
一
巽
彗
一
薦

螺
一
一
一
韮
韮
藝
一
一
韮
蕪
巽
第
3
回
定
例
会
か
ら
　
垂
一
蕪
韮
一
韮
蕪
韮
一
一
藝
藷
㍊

　
九
月
二
十
一
日
か
ら
二
日
間
に
わ
た

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
松
代
町
議
会
第
三

回
定
例
会
に
お
い
て
、
議
決
さ
れ
ま
し

た
議
件
の
中
か
ら
、
皆
さ
ま
か
ら
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
も
の
に
つ
い

て
お
し
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

議
第
1
号
　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

　
5
号
）
　
（
歳
入
・
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ

　
四
千
六
四
〇
万
三
千
円
を
追
加
し
、

　
予
算
総
額
十
四
億
三
千
八
四
六
万
九

　
千
円
と
す
る
。
主
な
内
容
：
：
歳
入

　
“
地
方
譲
与
税
四
八
八
万
一
千
円
増

　
・
地
方
交
付
税
八
一
四
万
円
増
・
農

　
業
基
盤
整
備
受
益
者
負
担
金
三
〇
〇

　
万
円
増
・
全
県
補
助
金
四
〇
〇
万
円

　
増
・
繰
越
金
三
八
二
万
一
千
円
増
・

　
町
債
二
千
一
六
〇
万
円
増
、
歳
出
H

　
固
定
資
産
税
関
係
経
算
委
託
三
七
〇

　
万
円
増
・
老
人
憩
の
家
管
理
費
二
二

　
四
万
円
増
・
農
業
生
産
基
盤
整
備
事

　
業
工
事
費
九
六
四
万
八
千
円
増
・
駅

　
前
広
場
及
び
道
路
測
量
委
託
四
〇
〇

　
万
円
増
．
駅
前
道
路
取
付
工
事
ほ
か

　
改
良
舗
装
工
事
七
七
〇
万
円
増
・
橋

　
梁
新
設
改
良
費
減
△
一
〇
〇
万
円
・

　
ト
ド
メ
キ
川
流
末
改
修
工
事
一
六
〇

．
万
円
増
・
上
越
地
庭
消
防
事
務
組
合

　
負
担
金
五
五
三
万
九
千
円
増
・
学
校

　
営
繕
費
一
五
五
万
二
千
円
増
・
北
山

　
小
学
校
建
設
工
事
三
四
四
万
七
千
円

　
増
．
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
補
助
一

　
七
六
万
円
増
。
）

議
第
2
号
　
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
補
正
予
算
（
第
2
号
）
　
（
歳
入
・
歳

松
代
町
教
育
長
に

　
出
そ
れ
ぞ
れ
二
七
八
万
一
千
円
を
追

　
加
し
、
予
算
総
額
四
億
四
千
七
九
九

　
万
六
千
円
と
す
る
。
主
な
内
容
：
・
爾

　
歳
入
、
使
用
料
一
七
二
万
九
千
円
増

　
・
新
規
加
入
金
八
○
万
円
増
、
歳
出
、

　
工
事
費
一
九
九
万
円
増
・
電
気
料
三

　
四
万
五
千
円
増
・
負
担
金
三
六
万
五

　
千
円
増
。
）

議
第
3
号
　
新
潟
県
町
村
議
員
退
職
手

　
当
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

　
の
数
の
増
減
及
び
規
約
の
変
更
に
つ

　
い
て
。

議
第
6
号
　
松
代
町
老
人
憩
の
家
設
置

　
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

　
て
。
　
（
概
要
は
別
掲
、
老
人
憩
の
家

　
の
使
用
の
き
ま
り
、
参
照
）

議
第
7
号
　
町
道
の
認
定
に
つ
い
て
。

　
（
旧
国
道
線
・
始
点
田
沢
ヒ
ジ
リ
畑

　
～
終
点
田
沢
栗
松
沢
・
総
延
長
七
一

　
八
m
・
巾
蕊
m
～
肪
m
）

議
第
8
号
　
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　
の
認
定
に
つ
い
て
。

議
第
9
号
　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
。

議
第
1
0
号
　
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
。

　
（
議
第
8
号
～
1
0
号
は
別
掲
の
と
お

　
り
。
）

議
第
1
1
号
　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
に
つ
い
て
。
（
九
月
三
十
日
任
期
く
四
年
V

　
満
了
に
な
る
町
教
育
委
員
の
後
任
の

　
任
命
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
得
た

　
も
の
。
）

◎
同
意
を
得
た
人

島
田
健
司
氏
が
就
任

　
九
月
三
十
日
任
期
満
了
に
よ
り
退
任

い
た
し
ま
し
た
町
教
育
長
富
沢
清
次
氏

の
後
任
と
し
て
、
町
役
場
総
務
課
長
で

あ
り
ま
し
た
島
田
健
司
氏
が
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

　
教
育
長
の
任
期
は
四
年
で
、
　
（
教
育

委
員
も
四
年
）
町
教
育
委
員
会
が
委
員

の
う
ち
か
ら
、
県
教
育
委
員
会
の
承
認

を
得
て
任
命
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

十
月
一
日
開
催
さ
れ
た
町
教
育
委
員
会

の
決
議
な
ら
び
に
所
定
の
手
続
を
経
て

就
任
さ
れ
、
そ
の
任
期
は
昭
和
5
5
年
9

月
3
0
日
ま
で
で
す
。

　
な
お
、
九
月
三
十
日
で
総
務
課
長
を

退
職
、
後
任
の
総
務
課
長
の
職
は
、
十

月
一
日
か
ら
当
分
の
間
町
助
役
が
兼
務

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
渋
海
荘
の
管
理

者
に
社
会
課
長
が
十
月
一
日
付
で
任
命

さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
併
せ
て
お
し
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

　
松
代
町
議
会
第
3
回
定
例
会

に
お
い
て
の
選
挙
で
選
任
さ
れ

ま
し
た
、
松
代
町
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
の
方
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
　
Ω
任
期
　
昭
和
5
1
年
1
0
月
1
日

　
“
　
　
　
～
昭
和
55
年
9
月
3
0
日

員
　
　
（
四
年
間
）

委
蒙
員
氏
名

会
柳
武
蕪
輪
和
5
．
3

“松代町選挙管理委員

米
持
尭
（
室
野
・
大
正
2
・

　
　
11
・
1
7
生
れ
）

万
羽
正
雄
（
会
沢
・
大
正
9

　
　
・
1
0
・
2
7
生
れ
）

小
堺
博
大
（
儀
明
・
大
正
1
3

　
　
・
1
．
1
7
生
れ
）

　
ま
た
、
前
記
の
委
員
に
欠
員

が
で
き
た
と
き
の
補
充
員
の
方

は
次
の
と
お
り
で
す
。
　
（
○
番

号
は
補
充
順
・
補
充
で
委
員
に

な
っ
た
と
き
は
前
任
者
の
残
任

期
間
が
任
期
）

①
高
橋
五
平
（
莇
平
）

②
関
谷
厚
権
（
室
野
）

③
市
川
一
郎
（
池
之
畑
）

④
山
本
辰
雄
（
犬
伏
）

　
　
牧
田
大
平
（
再
任
）

　
　
　
大
正
元
年
8
月
鈎
日
生
・
峠

　
　
島
田
健
司
（
新
任
）

　
　
　
大
正
8
年
1
月
1
0
日
生
・
千
年

◎
任
命
年
月
日

　
　
昭
和
5
1
年
沁
月
1
日

議
第
E
号
国
民
健
康
保
険
制
度
の
強

　
化
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

　
て
。
　
（
議
員
提
出
U
老
人
医
療
費
の

　
無
料
化
、
高
額
療
養
費
支
給
制
度
の

　
実
施
な
ど
に
伴
な
い
、
困
難
に
な
っ

　
た
国
民
健
康
保
険
事
業
の
財
政
運
営

　
の
解
消
に
つ
い
て
、
老
人
医
療
保
障

　
制
度
の
単
一
化
・
高
額
医
療
費
補
助

　
制
度
を
国
庫
負
担
制
度
に
す
る
・
老

　
人
医
療
保
障
制
度
高
額
医
療
費
国
庫

　
負
担
制
度
確
立
ま
で
臨
時
財
政
調
整

　
交
付
金
の
交
付
．
保
健
婦
補
助
金
の

　
基
準
単
価
引
上
・
国
保
診
療
施
設
に

　
対
す
る
財
政
措
置
の
拡
充
等
要
望
し

　
た
も
の
。
）

選
挙
第
1
号
　
町
選
挙
管
理
委
員
会
委

　
員
な
ら
び
に
補
充
員
の
選
挙
に
つ
い

　
て
。
　
（
別
掲
の
と
お
り
）

（51



（61

保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
⑬

　
　
　
　
　
健
康
へ
の
関
心
高
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
稼
検
診
・
循
環
器
検
診
を
終
っ
て

　
若
年
層
の
脳
卒
中
死
亡
を
減
少
さ
せ

る
目
的
で
、
今
年
も
七
月
上
旬
に
出
稼

検
診
を
、
七
月
下
旬
に
循
環
器
検
診
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
受
診
率
は
　
出
稼
検
診
が
八
四
、
二

％
循
環
器
検
診
が
九
一
、
二
％
で
ど
ち

ら
も
今
ま
で
の
最
高
の
受
診
率
で
す
。

こ
れ
は
、
住
民
各
位
の
健
康
へ
の
関
心

の
深
さ
を
示
す
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
今
年
の
検
診
の
特
徴
は
、
二
次
検
診

へ
ま
わ
る
基
準
が
き
び
し
く
な
り
ま
し

た
。
血
圧
で
は
最
高
血
圧
が
一
四
〇
以

上
最
低
血
圧
が
八
○
以
上
あ
る
人
、
又

血
圧
は
正
常
で
あ
っ
て
も
肥
満
が
あ
る

だ
け
で
も
二
次
検
診
へ
ま
わ
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

．
昨
年
の
循
環
器
検
診
の
結
果
、
要
医

療
と
判
定
さ
れ
た
人
で
、
医
療
を
き
ち

ん
と
受
け
て
い
る
人
は
除
外
し
ま
し
た
。

め
に
も
循
環
器
検
診
以
上
に
受
診
率
を

高
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

指
導
さ
れ
た
こ
と
は
守
り
ま
し
よ
う

　
検
診
後
の
事
後
指
導
会
を
昨
年
ま
で

は
中
学
校
単
位
で
実
施
し
て
い
ま
し
た

が
、
少
し
で
も
多
く
の
方
に
出
席
し
て

い
た
だ
き
、
早
く
結
果
を
お
知
ら
せ
す

る
た
め
部
落
ご
と
に
行
な
い
ま
し
た
。

循
環
器
検
診
の
事
後
指
導
は
ま
だ
終
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
出
稼
検
診
の
事
後
指

導
は
九
四
・
一
％
の
方
か
ら
出
席
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
検
診
を
受
け
た
だ
け
で
は
意
味
が
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
に
も
と
づ
い
て

健
康
に
関
心
を
持
ち
、
自
分
で
健
康
管

理
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
役
場
か
ら
差
し
上
げ
た
結
果
通
知
が

引
き
出
し
の
中
に
眠
っ
て
い
な
い
で
し

よ
う
か
？
　
事
後
指
導
会
で
受
診
を
す

＼
め
ら
れ
た
方
は
、
早
く
医
療
畿
関
で

受
診
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
循
環
器
検
診
冬
期
指
導
会
は
部

落
を
ま
わ
り
ま
す
の
で
大
ぜ
い
の
方
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

診稼検出表1

年 受診率
二　次
受診率

要医療 要指導 要観察

50年 76．9 44．8 19．3 9．4 8．6

51年 84．2 47．3 21．4 14．8 10．4

循環器検診表2

年 受診率
二　次
受診率

要医療 要指導 要観察

50年 88．0 42．0 24．2 9．3 5．6

51年 91．2 38．8 17．1 16．2 4．3

出
稼
者
の
半
分
が
異
常
者

　
出
稼
検
診
と
循
環
器
検
診
の
結
果
を

昨
年
と
比
較
し
て
み
る
と
表
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
出
稼
検
診
で
は
、
受
診
率
は
昨
年
と

比
べ
る
と
七
六
．
九
％
が
八
四
・
二
％

と
七
・
三
％
高
く
な
り
ま
し
た
。
二
次

検
診
受
診
率
は
、
基
準
が
き
び
し
く
な

っ
た
せ
い
も
あ
っ
て
、
四
四
・
八
％
か

ら
四
七
．
三
％
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
み
る
と
出
稼
者
二
人
の
う
ち
一
人

は
何
ら
か
の
異
状
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
要
医
療
、
要
指
導
、
要
観
察
の
率
も

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
循
環
器
検
診
で
は
、
受
診
率
は
八
八

・
○
％
が
九
一
・
二
％
と
三
・
二
妬
高

く
な
り
ま
し
た
。
二
次
検
診
受
診
率
は

継
続
治
療
者
を
除
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
三
八
・
八
％
と
高
い
率
を
し
め
し
て

い
ま
す
。
要
医
療
者
も
若
干
は
減
少
し

た
も
の
の
一
七
・
一
％
と
高
い
値
で
す
。

　
両
者
を
比
べ
て
み
る
と
出
稼
者
検
診

の
方
が
受
診
率
は
七
妬
も
低
く
な
っ
て

い
ま
す
。
出
稼
検
診
は
循
環
器
検
診
に

比
べ
平
均
年
令
が
低
い
、
働
き
盛
り
の

男
性
で
あ
る
。
毎
年
出
稼
者
の
中
か
ら

一
人
～
二
人
の
死
亡
者
が
出
て
い
る
等

若
い
人
の
脳
卒
中
死
亡
を
予
防
す
る
た

歯
の
治
療
を
受
け
る
方
へ

歯
の
治
療
は
保
険
で
十
分
で
き
ま
す

　
歯
や
歯
ぐ
き
の
治
療
は
、
健
康
保
険
国
民

健
康
保
険
等
で
は
、
こ
れ
を
扱
っ
て
い
る
歯

科
医
院
等
の
窓
口
に
保
険
証
を
提
出
す
れ
ば
、

通
常
必
要
と
す
る
治
療
は
全
部
保
険
で
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
も
う
少
し
詳
し
く
説
明
し
ま
す
と
、
歯
や

歯
ぐ
き
が
病
気
に
な
っ
た
場
合
、
診
療
、
検

査
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
診
断
、
投
薬
、
注
射
、
理

学
療
法
、
処
置
及
び
手
術
、
麻
酔
、
歯
冠
修

復
（
歯
の
悪
く
な
っ
た
部
分
を
削
り
、
そ
の

部
分
に
つ
め
た
り
、
か
ぶ
せ
た
り
し
て
歯
を

元
ど
お
り
に
す
る
こ
と
。
）
及
び
欠
損
補
綴

（
歯
の
抜
け
た
と
こ
ろ
に
入
れ
歯
な
ど
を
入

れ
る
こ
と
。
）
な
ど
通
常
必
要
と
才
る
治
療

は
、
全
部
保
険
で
で
き
ま
す
。

　
通
常
必
要
と
す
る
治
療
が
保
険
で
十
分
で

き
る
こ
と
は
、
従
来
と
ま
っ
た
く
変
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
保
険
を
使
用
し
た
歯
の

治
療
に
よ
り
、
物
を
か
ん
だ
り
、
話
を
し
た

り
す
る
歯
の
機
能
は
、
十
分
回
復
さ
れ
ま
す
。

保
険
で
で
き
な
い
治
療
等

　
健
康
保
険
、
国
民
健
康
保
険
等
は
、
疾
病

負
傷
に
対
し
給
付
を
行
う
保
険
で
す
の
で
、

次
の
よ
う
な
事
例
に
つ
い
て
は
給
付
で
き
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
、
健
康
診
断

二
、
　
歯
列
き
ょ
う
正
（
歯
並
び
を
そ
ろ
え
る

　
治
療
）
や
美
容
を
目
的
と
す
る
も
の

三
、
虫
歯
の
予
防
（
歯
に
フ
ッ
ソ
を
塗
布
す

　
る
万
法
な
ど
）

こ
の
ほ
か
、
通
常
必
要
と
す
る
治
療
外
の
治

療
（
特
殊
な
材
料
な
ど
を
使
用
す
る
治
療
）

に
つ
い
て
も
給
付
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

七
月
三
十
一
日
で
差
額
徴
収
治
療
は

廃
止
さ
れ
ま
し
た

　
保
険
で
で
き
る
金
（
前
歯
に
入
れ
る
十
四

カ
ラ
ッ
ト
の
金
等
）
以
上
の
金
、
白
金
、
特

殊
な
材
料
な
ど
を
使
用
す
る
治
療
に
つ
い
て

の
い
わ
ゆ
る
差
額
徴
収
治
療
の
制
度
は
、
七

月
三
十
一
日
限
り
で
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
前
に
述
べ
ま
し
た
よ
う

に
歯
の
治
療
は
保
険
で
十
分
で
き
ま
す
。

　
ど
う
し
て
も
患
者
さ
ん
が
金
や
臼
金
、
加

金
等
の
特
殊
な
材
料
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
、
歯
科
医
師
と
十
分
話
し
合
い
、

金
額
に
つ
い
て
も
見
積
書
等
に
よ
っ
て
確
認

さ
れ
、
納
得
さ
れ
た
う
え
で
行
う
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。

保
険
の
場
合
の
患
者
の
負
担
額

一
、
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
患
者
さ

　
ん
の
場
合

　
　
二
〇
〇
円
（
初
診
時
｛
部
負
担
金
で
す
）

二
、
　
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
又
は
国
民
健
康

　
保
除
の
被
保
険
者
で
あ
る
患
者
さ
ん
の
場

　
合
　
　
保
険
で
行
っ
た
治
療
費
の
三
割

　
以
上
が
七
月
三
十
一
日
限
り
で
差
額
徴
収

治
療
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
取
扱
い
の

変
更
の
概
略
で
す
が
、
詳
し
い
こ
と
は
役
場

の
社
会
課
・
国
民
健
康
保
険
係
に
お
問
い
合

せ
下
さ
い
。



国
保
加
入
の
健
康
家
庭
に
報
償

　
松
代
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
強
調

月
間
に
あ
た
り
、
国
保
加
入
世
帯
の
う

ち
、
健
康
で
家
族
ぐ
る
み
医
療
費
の
給

付
を
受
け
な
か
っ
た
世
帯
に
報
い
る
と

共
に
健
康
を
た
ン
え
て
、
次
の
世
帯
に

記
念
品
を
贈
呈
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。

報
償
要
件

一
、
五
年
以
上

　
　
　
　
　
　
　
医
療
の
給
付
を
受
け

　
　
三
年
以
上

　
　
　
　
　
　
　
な
か
っ
た
国
保
世
帯

　
　
一
年
以
上

二
、
右
の
期
間
内
に
国
保
税
等
の
滞
納

　
金
が
な
い
も
の
で
、
お
医
者
さ
ん
か

　
ら
の
請
求
書
又
は
受
領
書
に
よ
り
、

　
医
療
の
給
付
を
受
け
た
こ
と
が
な
い

　
国
保
世
帯
に
対
し
て
予
算
の
範
囲
内

　
に
お
い
て
報
償
す
る
。

五
年
以
上
（
昭
和
四
十
六
年
～
五
十
一
年
）

　
　
柳
金
兵
衛
　
千
年
　
田
保

三
年
以
上
（
昭
和
四
十
八
年
～
五
十
一
年
）

　
　
若
月
ミ
カ
　
田
代
　
島
田
屋

一
年
以
上
（
昭
和
五
十
年
～
五
十
一
年
）

　
　
柳
　
春
由
　
松
代

武
田
幸
作

高
橋
芳
松

宮
沢
和
平

関
谷
吉
蔵

中
村
順
一

寺
崎
　
正

若
井
博
弥

佐
藤
久
栄

山
岸
健
吉

山
岸
ヤ
イ

　
　
　
柳
屋

松
代
　
武
田
屋

小
荒
戸
四
郎
右
工
門

寺寺滝蓬桐清千下
田田沢平山水年山

井
上
カ
ッ
ノ
寺
田

中
屋
敷

孫
吉
与
惣
兵
衛

せ
い
ざ
え
ん

松
兵
衛

重
家
鉄
京
治

東武
左
工
門

山
岸
勝
重

山
岸
長
則

仲
村
作
一

佐
藤
幸
三

牧
田
亮
次

石
野
留
蔵

蒲
生
　
権
兵
衛
田

蒲
生
　
治
三
郎

儀
明
　
竹
根

室
野
　
向
田

峠
　
　
上
り
口

木
和
田
原
　
谷

一
年
間
無
受
診
の

　
　
　
老
人
を
表
彰

　
七
十
才
以
上
（
ね
た
き
り
、
一
人
暮

し
は
六
十
五
才
以
上
）
の
老
人
の
医
療

費
が
無
料
に
な
り
、
比
較
的
医
療
を
受

け
や
す
く
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
年
間
（
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
か
ら

五
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
）
医
者

に
か
か
ら
な
か
っ
た
老
人
が
松
代
町
に

三
十
八
人
（
一
昨
年
は
三
四
人
、
昨
年

は
二
八
人
）
お
ら
れ
ま
す
。

　
松
代
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
会
長
秋

山
利
作
）
で
は
、
こ
の
方
々
の
長
寿
と

健
康
を
た
た
え
て
、
敬
老
の
日
に
記
念

品
を
贈
り
表
彰
い
た
し
ま
し
た
。

　
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
松
代
）
石
ロ
キ
ミ
・
植
木
タ
マ
（
田

沢
）
市
川
広
治
・
高
橋
吉
定
（
池
之
畑
）

山
賀
ラ
ク
（
下
山
）
宮
沢
ソ
ヤ
・
宮
沢

亮
一
（
千
年
）
柳
ヨ
シ
・
柳
仙
太
郎
（
池

尻
）
室
岡
リ
セ
・
関
谷
キ
ン
・
室
岡
辰

太
郎
（
清
水
）
秋
山
幾
蔵
（
桐
山
）
小

山
才
吉
（
蓬
平
）
小
堺
シ
ゲ
・
松
林
ヒ

メ
（
海
老
）
石
沢
ハ
ル
・
石
沢
昌
美
（
犬

伏
）
柳
カ
ッ
．
松
山
セ
ン
・
小
島
音
次

郎
（
孟
地
）
柳
キ
ク
ノ
（
中
子
）
斉
木

自
衛
隊
ミ
ニ
ニ
ュ
ー
ス

　
　
若
い
力
を
国
の
守
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
み
よ
い
地
域
社
会
づ
く
り
に

　
あ
な
た
は
意
外
・
…
と
お
感
じ
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
国
や
県
・
市
町
村
な

ど
の
委
託
を
受
け
て
行
う
土
木
工
事
も

自
衛
隊
の
大
切
な
仕
事
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
自
衛
隊
ぱ
、
す
ぐ
れ
た
施
設
技
術
と

機
械
力
．
訓
練
さ
れ
た
組
織
の
力
を
フ

ル
に
発
揮
し
て
道
路
の
建
設
・
改
修
、

学
校
の
運
動
場
づ
く
り
な
ど
に
協
力
し

お
役
に
た
っ
て
お
り
ま
す
。

　
全
国
五
十
六
ケ
所
の
施
設
部
隊
に
ブ

ル
ト
ー
ザ
ー
や
グ
レ
ー
ダ
ー
が
配
備
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
新
潟
県
内
で
は
昭
和
五
十
年
度
ま
で

に
七
九
件
も
の
部
外
工
事
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　
自
衛
官
志
願
手
続
等
の
お
問
い
合
わ

せ
は
市
町
村
役
場
又
は

　
新
潟
地
方
連
絡
部

　
　
高
田
募
集
事
務
所

電
話
二
三
－
五
一
一
七
（
内
線
三
六
三
）

◎
　
来
春
高
校
卒
業
見
込
み
者
の
採
用

　
試
験
は
十
月
一
日
よ
り
行
っ
て
い
ま

　
す
。

誠
一
郎
（
田
野
倉
）
斉
藤
キ
ク
ノ
・
池

田
喜
七
（
仙
納
）
池
田
豊
吉
（
田
代
）

小
林
繁
由
（
小
貫
）
中
村
キ
ヨ
（
寺
田
）

井
上
政
治
・
井
上
仁
作
（
蒲
生
）
山
岸

松
治
郎
（
儀
明
）
仲
村
ナ
カ
・
佐
藤
才

之
助
（
福
島
）
美
濃
和
ヤ
ヨ
イ
・
美
濃

和
政
則
（
竹
所
）
五
十
嵐
周
治
・
佐
藤

儀
鷹
（
峠
）
牧
田
弥
市

戸
籍
の
窓
口
か
ら

　
九
月
受
付
分
　
（
受
付
順
）

霞
2
ん
濃

お
め
で
ζ
つ
◎
衡

鈴
木
清
彦
・
平
沢
千
春
　
松
代
　
清
屋

離験

小
堺
文
恵
脛
扶
二
女
儀
明
お
や
じ

山
岸
久
美
巌
綴
子
婁
片
翻
敷

小
林
優
磁
菱
子
長
覇
平
よ
ぜ
ん

馬
場
康
子
鵬
秩
二
女
蒲
生
大
西

馬
場
明
子
繍
扶
三
女
蒲
生
大
西

小
林
亮
驚
子
萎
講
之
島
住
宅

若
月
寛
之
驚
業
男
叢
忠
右
・
門

佐
藤
久
美
子
雛
秩
二
女
室
野
石
原

佐
藤
美
巌
響
長
女
濁
か
み
さ
や

蕊
）
み
撫

関
谷
ネ
ン
　
七
九
才
　
松
代
　
新
屋

若
月
千
穂

市
川
常
作

小
山
才
吉

山
賀
フ
ミ

石
沢
定
一

志
賀
ヒ
メ

○
才
七
四
才

七
二
才

五
九
才

六
〇
才

八
○
才

桐田孟
山沢地

糀
屋
よ
え
ん

す
い
ん

松
代
い
さ
み
や

海
老
　
水
上

千
年
　
上
東

人ロのうこき
（10月1日現在）

2，061（一1）

4，026（＋3）

4，064（一3）
8，090（士0）

数
男
女
計

帯
口
世
人

死亡　7

転出20
減計27

出生　9

転入18
増計27

（71
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渋海荘建設の概要

用地面積　1273．8㎡（約386坪）

建物面積　1階　249．75m2（75．7坪）

　　　　2階　113．4m2　（34．4坪）

　　　　合計　363．15㎡（11（以坪）

工　　期　着工　51．6．23

　　　　完成　51．9．30

工費￥2，750万円

施行者　松代町大字松代　鈴　木　組

渋海荘への道案内
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「
渋
海
荘
」

　
　
老
人
憩
の
家
使
用
の
き
ま
り

設
置
の
目
的

　
　
老
人
に
教
養
の
向
上
及
び
レ
ク
リ

　
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
場
を
与
え
、

　
心
身
の
健
康
並
び
に
老
人
福
祉
の
増

　
進
を
図
る
。

老
人
憩
の
家
の
管
理

　
　
渋
海
荘
に
、
管
理
者
を
お
き
、

　
効
果
的
運
用
を
図
る
。

使
用
で
き
る
者

　
①
　
松
代
町
に
住
所
を
有
す
る
6
0
才

　
　
以
上
の
者

　
②
　
①
の
使
用
に
支
障

　
　
の
な
い
範
囲
で
他
の

　
　
者
に
も
使
用
さ
せ
る

　
　
こ
と
が
で
き
る
。

使
用
で
き
な
い
者
（
前
項

　
①
②
に
該
当
す
る
人
で

　
も
次
の
よ
う
な
者
や
行

　
為
を
行
な
う
者
は
使
用

　
で
き
な
い
。
）

　
①
伝
染
病
又
は
悪
質

　
　
な
疾
病
に
よ
り
、
他

　
　
人
に
伝
染
す
る
お
そ

　
　
れ
の
あ
る
と
認
め
ら

　
　
れ
る
者
。

　
②
　
公
の
秩
序
ま
た
は

　
　
善
良
な
風
俗
を
害
す

　
　
る
お
そ
れ
が
あ
る
と

　
　
認
め
ら
れ
る
者
。

　
③
　
そ
の
他
適
当
で
な

　
　
い
と
認
め
る
者

使
用
料
（
使
用
当
日
納
入
）

　
60
才
以
上
の
者
　
　
一
〇
〇
円

　
〃
　
未
満
の
者
　
　
二
〇
〇
円

　
小
・
中
学
生
　
　
　
一
〇
〇
円

　
町
外
者
　
三
〇
〇
円

使
用
で
き
る
時
間
と
定
休
日

　
4
月
1
日
～
9
月
3
0
日

　
　
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時

　
1
0
月
1
日
～
3
月
31
日

　
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

　
※
管
理
者
の
許
可
が
あ
れ
ば
午
後
1
0

　
　
時
ま
で
使
用
で
き
る
。

　
定
休
日
　
毎
週
月
曜
日

使
用
申
し
込
み

　
　
緊
急
そ
の
他
の
理
由
で
予
約
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
侶

　
な
い
と
き
を
除
き
、
事
前
に
文
書
ま

　
た
は
口
頭
で
、
次
の
事
を
管
理
者
（
町

　
役
場
内
・
社
会
課
長
．
電
話
（
代
）

　
7
－
2
2
2
0
）
に
申
込
む
こ
と
。

　
　
管
理
者
が
不
在
の
と
き
は
、
直
接

　
渋
海
荘
へ
。
　
（
電
話
7
1
9
2
3
9
）

　
①
　
使
用
の
目
的

　
②
　
住
所
・
氏
名
・
年
令
（
団
体
は

　
　
名
称
・
人
員
・
引
卒
者
等
）

　
③
使
用
の
年
月
日
及
び
時
間

使
用
者
の
心
得

　
①
　
風
紀
・
秩
序
を
乱
し
た
り
、
危

　
　
険
な
行
為
等
で
他
人
に
迷
惑
を
か

　
　
け
て
は
な
ら
な
い
。

　
②
　
施
設
．
器
具
の
使
用
は
丁
重
に

　
　
行
な
う
こ
と
。

　
　
（
故
意
・
過
失
で
施
設
・
器
具
を

　
　
破
損
し
た
場
合
、
損
害
賠
償
を
さ

　
　
せ
る
こ
と
が
あ
る
。
）

”こんなに立派な建物です

　　　大いに利用してください“大
広
間
（
4
0
畳
）
↓

　
ス
テ
ー
ジ
付
き
の
明
る
い
大
広
間
で
す
。

　
か
く
し
芸
な
ど
出
し
合
っ
て
楽
し
い
親

　
善
の
場
に
ど
う
ぞ
。

大
広
間
南
の
縁
側

　
外
の
空
地
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
で
庭
を
つ

↑
く
り
、
観
賞
す
る
場
に
最
適
で
す
。



2階
押入i床の向床の」矧評入

lD’F6lOl慾

81P64帖

かい海“ん

リハヒーリ1レr∠へ

（機能回痩
　　訓橡圭）

ローカ

嗣
便
所

ヌテージ’

大だ向
〔40中6）

↑
大
浴
室

ゆ
っ
た
り
と
し
た
浴
室
で
す
。
窓
越

し
に
風
景
を
見
な
が
ら
の
入
浴
は
気

持
ち
よ
い
で
し
ょ
う
。
浴
そ
う
に
は

疲
れ
を
と
る
設
備
が
し
て
あ
り
ま
す
。

…
…
ほ
か
に
小
浴
室
も
あ
り
ま
す
。

ワーク1レ’∠へ

（作晦室）

（創年落勤）

’カ、曳、だ’1〈

薦
斡

杯憩聖

多
務
セ

ホー’し

ぜ幽
／階

菌西

　東北

玄禽

渋

ゲ
佼
所

膜
取
所

大疹室

勢
俣
所

脱
衣
所

橡械室

、洛壁

　
ロ
ー
カ
と
階
段

　
ロ
ー
カ
と
階
段
は
緑
色
の
ジ
ュ

ー
タ
ン
が
敷
か
れ
て
い
ま
す
。

階
段
に
は
危
険
防
止
の
手
す
り

↑
が
設
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

→二
階
の
和
室

こ
ん
な
部
屋
が
三
室

室
も
あ
り
ま
す
。
…

…
ほ
か
に
一
階
に
創

作
活
動
を
す
る
作
業

室
、
二
階
に
機
能
回

復
訓
練
室
が
あ
り
ま

す
。
大
い
に
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

〃

松
代
・
松
之
山
文
化
財
総
合
調
査

　
　
　
　
　
　
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
県
教
育
委
員
会
の
編
集

に
よ
る
松
代
・
松
之
山
の
文
化
財
総
合

調
査
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の

報
告
書
は
昭
和
4
8
年
に
県
教
育
委
員
会

が
実
施
し
た
松
代
・
松
之
山
の
地
質
・

生
物
・
考
古
・
歴
史
・
民
俗
の
各
分
野

に
わ
た
っ
て
、
総
合
的
、
組
織
的
な
学

術
調
査
を
行
な
っ
た
成
果
を
ま
と
め
た

も
の
で
、
B
5
版
で
二
六
七
ぺ
ー
ジ
に

わ
た
る
も
の
で
す
。
写
真
説
明
も
多
く

読
み
や
す
く
、
貴
重
な
文
献
と
し
て
広

く
活
用
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
報
告
書
は
限
定
発
行
さ
れ
ま
す
の

で
購
入
希
望
の
方
は
、
左
記
に
よ
り
お

申
込
み
下
さ
い
。

　
　
　
　
記

　
定
価
　
　
　
一
冊
　
三
千
円

　
締
切
　
　
　
十
二
月
十
五
日

　
申
込
み
先
　
松
代
町
教
育
委
員
会

スポーツ教室のおしらせ

◎種目　バドミントン
◎期日　11月9・11・16・18・23・25日
　　　　　　午後7時～9時
◎会場　松代小学校体育館
◎参加資格　松代町の住民
◎申込と参加料　教育委員会で申込用紙を貰い記載し
　　　　て参加料100円と一緒に当日持参して下さい。
◎指導者　松代町バドミントン協会員
◎用具　持参不用、用意してあります。

　　　　　　＝＝松代町バドミントン協会＝＝

刀剣講演会のおしらせ

　
刀
剣
に
つ
い
て
の
正
し

い
管
理
の
仕
方
や
、
歴
史

等
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
に
左

記
に
よ
り
、
講
演
会
を
開

催
致
し
ま
す
。
お
持
ち
の

刀
剣
を
見
て
い
た
だ
く
よ

い
機
会
で
も
あ
り
ま
す
の

で
持
参
の
上
、
ぜ
ひ
お
出

か
け
下
さ
い
。

　
　
　
　
記

　
講
師
　
浦
佐
小
学
校
長

　
　
五
十
嵐
　
喜
作
先
生

　
日
時
　
11
月
1
0
日

　
　
午
後
1
時
～

　
　
　
　
午
後
4
時
ま
で

　
場
所
　
町
総
合
セ
ン
タ

（9）



αq

ゆ
月
2
6
日
か
ら
H
月
－
日
ま
で

　
農
繁
期
も
終
り
、
ほ
っ
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
当
町
で
は
、
今
年
す
で
に
建
物
一
件
、

林
野
一
件
の
火
災
と
L
P
ガ
ス
爆
発
事

故
一
件
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
冬
に
向
か
い
何
か
と
火
を

使
用
す
る
機
会
が
多
く
、
火
災
の
危
険

が
大
き
く
な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ひ

と
り
ひ
と
り
が
次
の
事
に
注
意
さ
れ
て
、

火
災
の
発
生
防
止
と
人
命
損
傷
事
故
の

絶
滅
を
期
し
て
安
全
な
生
活
を
送
り
ま

し
ょ
う
◎

◎
統
一
標
語

「
火
災
は
人
災
、

防
ぐ
は
あ
な
た
！
」

◎
実
施
事
項

一
、
で
か
け
る
前
、
や
す
む
前
に
は
、

　
火
の
元
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

二
、
寝
た
ば
こ
や
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨

　
て
は
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

三
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
や
暖
房
器
具
は
使
い

　
方
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

四
、
お
年
寄
り
や
幼
児
の
安
全
な
避
難

　
方
法
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

五
、
消
火
器
・
消
火
用
水
を

　
備
え
ま
し
ょ
う
。

六
、
灯
油
・
ガ
ソ
リ
ン
等
の

　
危
険
物
は
安
全
に
管
理
し

　
ま
し
ょ
う
。

七
、
L
P
ガ
ス
容
器
は
雪
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
お
さ
れ
な
い
よ
う
に
か
こ

　
　
　
い
を
補
強
し
ま
し
ょ
う
。

◎
消
防
団
実
施
事
項

一
　
警
鐘
点
打

　
期
間
中
毎
日
午
前
六
時
と

午
後
七
時
に
警
鐘
を
点
打
し

住
民
に
防
火
心
を
警
告
す
る
。

　
鎮
火
信
号
（
○
　
O
l
O
）

二
　
広
報
車
（
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
）
に
よ
る
住
民
へ
の

呼
び
か
け
。

◎
分
遣
所
か
ら
の
お
願
い

　
火
事
と
救
急
は
一
一
九
番

（
農
集
電
話
は
○
を
ま
わ
し

て
一
一
九
番
）
を
ま
わ
し
、

祭
り
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　
　
入
賞
者
決
る
〃

　
　
f
松
代
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ
f

　
観
音
祭
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
多
数
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
次
の
人
達
が
入
賞
と
な
り

過
日
表
彰
伝
達
式
を
行
い
ま
し
た
。

最
優
秀
賞

佳佳佳入入入

作作作選選選

鈴
木
　
正
利

笠
原
　
　
等

滝
沢
留
次
郎

佐
藤
　
幸
治

山
賀
己
喜
夫

小
松
　
和
夫

関
谷
　
司
郎

松
代
小
荒
戸

吉
田
直

竹
所
松
代
室
野
松
代

　
尚
、
入
選
作
品
は
文
化
祭
に
展
示
し

皆
様
か
ら
観
賞
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

”異状天候．プール利用者も減る

　
今
年
の
町
民
プ
ー

ル
利
用
状
況
が
町
教

育
委
員
会
か
ら
発
表

に
な
り
ま
し
た
。

　
利
用
者
数
は
悪
天

候
に
た
た
ら
れ
て
か

少
く
、
前
年
度
と
く

ら
べ
て
次
の
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ム
ー
イ
結
果
に
な

り
ま
し
た
。

◎
利
用
者
の
減
少

　
（
減
少
率
75
％
）

　
四
、
一
七
一
人
減

　
少
（
大
人
七
三
五

　
人
・
小
人
三
、
四

　
二
六
人
）

◎
入
場
料
金

　
（
減
少
率
63
％
）

　
前
年
　
　
一
三
万
七

　
　
　
千
二
二
〇
円

　
今
年
　
　
八
万
六

　
　
　
千
五
三
〇
円

　
減
少
　
　
五
万
六

　
　
　
九
〇
円

7月21日～8月10日
利用者数　大人108小人160計268人

正
し
く
通
報
願
い
ま
す
。

　
な
お
一
般
の
用
件
に
つ
い
て
は
、
七

局
二
三
一
〇
番
を
利
用
下
さ
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

町民プール利用の調べ
　　　　　　　　下記のうち
　　　　　　　　第1プール夜間開設

　　　　　　　　　　　昭和51年度

☆7月4日～9月2日
☆入場料金　大人30円　小人20円

　　　　　一第　　1　プ　ー　ル 第　　2　プ　ー　ル 第　　3　プ　ー　ル
利用者計

　人
無　　　料 有　　　料 無　　　料 有　　　料 無　　　料 有　　　料
大人 小人 計 大人 小人 計 大人 小人 計 大人 小人 計 大人 小人 計 大人 小人 計

7月 608 2，568 3，176 198 926 1，124 54 971 1，025 66 421 487 63 543 606 118 159 277 6，695

8月 66 1，563 1，629 167 882 1，049 61 915 976 93 517 610 78 471 549 131 262 393 5，206

9月 15 372 387 387
計 689 4，503 5，192 365 1，808 2，173 115 1，886 2，001 159 938 1ρ97 141 1，014 1，155 249 421 670 12，288

開設日数 料　　金 開設日数 料　　金 開設日数 料　　金 ’　言円

7月 28日 24，460円 25日 10，400円 16日 6，720円 41，580

8月 31日 22，650円 31日 13，130円 31日 9，170円 44，950

9月 2日 0円 一一日 円 一日 P　　円
計 61日 47，110円 56日 23，530円 48日 15，890円 86，530


